
【事業概要】
　　［財団設立経緯等］

　　　 株式会社ニトリホールディングスは、「住まいの豊かさを世界の人々に提供する」というロマン（志）のもと、商品の提供など事業活動
　　の多くをアジア諸国に支えられてきました。「お世話になったアジア諸国に恩返しがしたい」という思い、「アジア諸国の若者たちの勉
　　学上の夢が叶うことを願い」から、2005年3月、本財団代表理事似鳥昭雄（株式会社ニトリホールディングス代表取締役会長）の私財
　　寄附により、似鳥国際奨学財団が設立されました。
　　   アジア諸国からの留学生のうち、志操堅実、学力優秀でありながら、経済的理由により学業の継続が困難な者に対して「奨学援助」
　　を無償で行い、もって、諸国の友好親善と人材の育成を目的としておりました。その後内閣府へ公益財団への移行申請を行ない、
　　2009年10月1日には、公益財団法人となりました。移行後は、対象範囲をアジア諸国から世界各国へ広げ、現在は日本国内事業とし
　　て、アジアのみならず世界各国から日本に留学している学生、日本人大学生、高校生、中学生に奨学援助を行っています。
　　   そして、海外に関しましては、台湾・ベトナム・アメリカ・中国に海外現地奨学金事業も行っております。今後ともさらに充実した活動
　　を行い、微力ながら世界各国の人材育成に力を尽くしたいと存じます。
　　   以下、公益財団法人としての15年目の当年度事業の実施状況をご報告申しあげます。

Ⅰ.事業の状況
　１．奨学金事業
　【2019年度国内外採用実績】

　奨学金総額　227,306,806円　※期間中の休止停止4名

　①国内：【外国人留学生部門】
　　　2019年度外国人留学生採用人数　計96名
　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。
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事　業　報　告
(2019年4月1日から2020年3月31日まで)

　大学　39校

支給月額 採用人数 秋卒業
外国人留学生 11万円 96名 7名
日本人大学生（自宅外生） 8万円 68名 0名
日本人大学生（自宅生） 5万円 33名 0名
高校生 4万円 104名 0名
中学生 3万円 30名 0名
国内計 ‐ 331名 7名
中国 0.7～1.42万円 125名 0名
台湾 3万円 72名 0名
ベトナム 0.54万円 180名 0名
海外計 ‐ 377名 0名

‐ 708名 7名

区分

国内

海外

合計

性別 人数 構成比
女性 65名 68%
男性 31名 32%
計 96名 100%

学年 人数 構成比
学部1年 2名 2%
学部2年 9名 9%
学部3年 8名 8%
学部4年 26名 27%
修士1年 12名 13%
修士2年 39名 41%
計 96名 100%

大学名 人数 構成比
1 東京大学 13名 14%
2 京都大学 8名 8%
3 早稲田大学 8名 8%
4 明治大学 6名 6%
5 上智大学 5名 5%
6 慶應義塾大学 4名 4%
7 一橋大学 3名 3%
8 神戸大学 3名 3%
9 北海道大学 3名 3%

10 筑波大学 3名 3%
11 立命館大学 3名 3%
12 滋賀大学 3名 3%
13 東京工業大学 2名 2%
14 名古屋大学 2名 2%
15 同志社大学 2名 2%
16 法政大学 2名 2%
17 首都大学東京 2名 2%
18 信州大学 2名 2%
19 山梨大学 2名 2%
20 国際基督教大学 1名 1%
21 大阪大学 1名 1%
22 九州大学 1名 1%
23 横浜国立大学 1名 1%
24 千葉大学 1名 1%
25 都留文科大学 1名 1%
26 関西学院大学 1名 1%
27 立命館アジア太平洋大学 1名 1%
28 秋田大学 1名 1%
29 明治学院大学 1名 1%
30 新潟大学 1名 1%
31 近畿大学 1名 1%
32 電気通信大学 1名 1%
33 東洋大学 1名 1%
34 静岡大学 1名 1%
35 香川大学 1名 1%
36 名桜大学 1名 1%
37 東海大学 1名 1%
38 福井県立大学 1名 1%
39 城西国際大学 1名 1%

計 96名 100%

区分 国・地域 人数 構成比
中国 61名 64%
韓国 12名 13%
台湾 4名 4%
ベトナム 8名 8%
マレーシア 2名 2%
モンゴル 2名 2%
スペイン 2名 2%
スリランカ 1名 1%
タンザニア 1名 1%
ロシア 1名 1%
ナイジェリア 1名 1%
アメリカ 1名 1%

96名 100%計

漢字圏

非漢字圏



　②国内：【日本人大学生部門】
　　　2019年度日本人大学生採用人数　計101名
　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。

　　 性別

　　 学年

　 大学　45校

性別 人数 構成比
男性 51名 50%
女性 50名 50%
計 101名 100%

学年 人数 構成比
学部1年 7名 7%
学部2年 20名 20%
学部3年 29名 29%
学部4年 43名 43%
学部5年 1名 1%
学部6年 1名 1%
計 101名 100%

大学名 人数 構成比
1 早稲田大学 12名 12%
2 東京大学 10名 10%
3 東北大学 6名 6%
4 京都大学 5名 5%
5 慶應義塾大学 5名 5%
6 東京外国語大学 4名 4%
7 名古屋大学 3名 3%
8 東京理科大学 3名 3%
9 北海道大学 3名 3%

10 学習院大学 3名 3%
11 国際基督教大学 2名 2%
12 国際教養大学 2名 2%
13 大阪大学 2名 2%
14 同志社大学 2名 2%
15 神戸大学 2名 2%
16 明治大学 2名 2%
17 九州大学 2名 2%
18 立命館大学 2名 2%
19 中央大学 2名 2%
20 関西大学 2名 2%
21 大阪府立大学 2名 2%
22 日本大学 2名 2%
23 一橋大学 1名 1%
24 東京工業大学 1名 1%
25 東京女子医科大学 1名 1%
26 豊田工業大学 1名 1%
27 東京農工大学 1名 1%
28 筑波大学 1名 1%
29 津田塾大学 1名 1%
30 東京学芸大学 1名 1%
31 青山学院大学 1名 1%
32 関西学院大学 1名 1%
33 法政大学 1名 1%
34 南山大学 1名 1%
35 埼玉大学 1名 1%
36 明治学院大学 1名 1%
37 西南学院大学 1名 1%
38 茨城大学 1名 1%
39 滋賀大学 1名 1%
40 専修大学 1名 1%
41 北九州市立大学 1名 1%
42 龍谷大学 1名 1%
43 静岡大学 1名 1%
44 皇學館大学 1名 1%
45 山梨学院大学 1名 1%

計 101名 100%



　③国内：【高校生部門】
　　　2019年度高校生採用人数　計104名
　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。

　　　　　 出身　2ヶ国・地域 高校　68校（都道府県順）

　　　　　 性別

　　　　　学年

国・地位 人数 構成比
日本 103名 99%
韓国 1名 1%
計 104名 100%

性別 人数 構成比
女性 63名 61%
男性 41名 39%
計 104名 100%

学年 人数 構成比
高1年 20名 19%
高2年 58名 56%
高3年 26名 25%
計 104名 100%

高校名 所在地 人数 割合
1 札幌光星高等学校 北海道 3名 3%
2 北海道札幌北高等学校 北海道 2名 2%
3 北海道札幌南高等学校 北海道 2名 2%
4 札幌第一高等学校 北海道 1名 1%
5 市立札幌旭丘高等学校 北海道 1名 1%
6 北海道札幌西高等学校 北海道 1名 1%
7 苫小牧工業高等専門学校 北海道 1名 1%
8 青森県立八戸高等学校 青森県 1名 1%
9 岩手県立盛岡第一高等学校 岩手県 1名 1%

10 岩手県立盛岡第三高等学校 岩手県 1名 1%
11 山形県立山形西高等学校 山形県 1名 1%
12 宮城県仙台二華高等学校 宮城県 2名 2%
13 聖ウルスラ学院英智高等学校 宮城県 2名 2%
14 宮城県仙台第三高等学校 宮城県 1名 1%
15 福島県立福島高等学校 福島県 1名 1%
16 早稲田大学本庄高等学院 埼玉県 1名 1%
17 慶應義塾志木高等学校 埼玉県 1名 1%
18 東京学芸大学附属高等学校 東京都 3名 3%
19 お茶の水女子大学附属高等学校 東京都 2名 2%
20 早稲田大学系属早稲田実業学校　高等部 東京都 1名 1%
21 早稲田大学高等学院 東京都 1名 1%
22 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 東京都 1名 1%
23 東京都立日比谷高等学校 東京都 1名 1%
24 東京都立戸山高等学校 東京都 1名 1%
25 国際基督教大学高等学校 東京都 1名 1%
26 東京都立小石川中等教育学校 東京都 1名 1%
27 攻玉社中学校・高等学校 東京都 1名 1%
28 東京都立第一商業高等学校 東京都 1名 1%
29 ＮＨＫ学園高等学校 東京都 1名 1%
30 渋谷教育学園幕張高等学校 千葉県 5名 5%
31 市川高等学校 千葉県 2名 2%
32 専修大学松戸高等学校 千葉県 1名 1%
33 国府台女子学院高等部 千葉県 1名 1%
34 神奈川県立湘南高等学校 神奈川県 1名 1%
35 長野県塩尻志学館高等学校 長野県 1名 1%
36 静岡県立静岡高等学校 静岡県 1名 1%
37 岐阜県立多治見北高等学校 岐阜県 1名 1%
38 愛知県立旭丘高等学校 愛知県 1名 1%
39 愛知県立岡崎高等学校 愛知県 1名 1%
40 三重県立四日市高等学校 三重県 1名 1%
41 三重県立伊勢高等学校 三重県 1名 1%
42 京都市立堀川高等学校 京都府 1名 1%
43 京都教育大学附属高等学校 京都府 1名 1%
44 清風南海高等学校 大阪府 4名 4%
45 大阪府立大手前高等学校 大阪府 4名 4%
46 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎 大阪府 3名 3%
47 大阪府立高津高等学校 大阪府 3名 3%
48 近畿大学附属高等学校 大阪府 1名 1%
49 西大和学園高等学校 奈良県 4名 4%
50 灘高等学校 兵庫県 1名 1%
51 鳥取県立米子東高等学校 鳥取県 1名 1%
52 明誠学院高等学校 岡山県 1名 1%
53 島根県立松江北高等学校 島根県 2名 2%
54 広島大学附属高等学校 広島県 1名 1%
55 香川県立高松北高等学校 香川県 1名 1%
56 愛媛県立松山東高等学校 愛媛県 2名 2%
57 九州国際大学付属高等学校 福岡県 3名 3%
58 福岡県立福岡高等学校 福岡県 3名 3%
59 久留米大学附設高等学校 福岡県 2名 2%
60 福岡大学附属大濠高等学校 福岡県 2名 2%
61 福岡県立修猷館高等学校 福岡県 1名 1%
62 福岡県立筑紫丘高等学校 福岡県 1名 1%
63 福岡県立小倉高等学校 福岡県 1名 1%
64 大分県立大分上野丘高等学校 大分県 1名 1%
65 国立大分工業高等専門学校 大分県 1名 1%
66 熊本県立熊本高等学校 熊本県 2名 2%
67 熊本県立済々黌高等学校 熊本県 1名 1%
68 国立沖縄工業高等専門学校 沖縄県 1名 1%

計 ‐ 104名 100%



　④国内：【中学生部門】
　　　2019年度中学生採用人数　計30名
　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。

　　　　　 性別          中学校　28校（都道府県順）

　　　　　 学年

⑤住宅費補助金の支給
　 本期間、上記奨学生のうち、外国人留学生96名および日本人大学生自宅外生68名に対し、1人月額3万円の住宅費補助金を
   支給致しました。 
   (住宅補助金合計　48,630,000円)

⑥次年度（2020年度上期）奨学生の選考及び結果
　 2020年2月3日開催の2020年度上期奨学生選考委員会にて以下のように採用を決定致しました。

性別 人数 構成比
女性 23名 77%
男性 7名 23%
計 30名 100%

学年 人数 構成比
中1年 10名 33%
中2年 9名 30%
中3年 11名 37%
計 30名 100%

中学校名 所在地 人数 構成比
1 札幌市立陽陵中学校 北海道 1名 3%
2 北星学園女子中学高等学校 北海道 1名 3%
3 矢板市立矢板中学校 栃木県 1名 3%
4 浦和明の星女子中学校 埼玉県 1名 3%
5 久喜市立鷲宮中学校 埼玉県 1名 3%
6 私立芝中学校 東京都 1名 3%
7 昭島市立昭和中学校 東京都 1名 3%
8 町田市立小山中学校 東京都 1名 3%
9 松戸市立栗ケ沢中学校 千葉県 1名 3%

10 船橋市立高根中学校 千葉県 1名 3%
11 流山市立南流山中学校 千葉県 1名 3%
12 知立市立知立南中学校 愛知県 1名 3%
13 香里ヌヴェール学院中学校 大阪府 2名 7%
14 大阪市立菫中学校 大阪府 2名 7%
15 上宮学園中学校 大阪府 1名 3%
16 清風南海学園中学校 大阪府 1名 3%
17 大阪市立蒲生中学校 大阪府 1名 3%
18 大阪市立十三中学校 大阪府 1名 3%
19 大阪市立南港北中学校 大阪府 1名 3%
20 大阪市立白鷺中学校 大阪府 1名 3%
21 大阪市立夕陽丘中学校 大阪府 1名 3%
22 大阪明星学園明星中学校 大阪府 1名 3%
23 豊中市立第三中学校 大阪府 1名 3%
24 門真市立第二中学校 大阪府 1名 3%
25 奈良学園登美ヶ丘中学校 奈良県 1名 3%
26 香川大学教育学部附属高松中学校香川県 1名 3%
27 福岡女学院中学校 福岡県 1名 3%
28 直方市立直方第三中学校 福岡県 1名 3%

計 - 30名 100%

区分 支給月額 奨学生
外国人留学生 8万円 44名
日本人大学生(自宅外生) 8万円 35名
日本人大学生（自宅生） 5万円 20名
高校生 4万円 49名
中学生 3万円 43名
北海道大学みらいIT人財 8万円 5名
合計 ‐ 196名



⑦【海外奨学金部門】
　 2019年度海外奨学金支給人数　計377名
　 （海外奨学金合計　50,776,806円）
　 内訳は以下の通りになります。

Ⅱ.交流事業
　　本期間、交流事業として以下の事業を実施致しました。
　　開催目的：奨学生間、奨学生とOBOG間の交流を深め、輪を広げる目的で開催致しました。
　　開催内容：代表理事講和、OBOGのスピーチ、奨学生代表のスピーチ、認定証書授与、来賓祝辞、懇親会、余興披露等。

①中国現地奨学金授与式兼交流会　
　 開催日：2019年6月29日
　 開催場所：中国・上海・ルネッサンス中山公園ホテル
　 参加人数：230名

区分 学校名 支給年額/人（現地） 支援人数 合計（現地）
華東師範大学 10,000元 10名 100,000元
上海大学 10,000元 10名 100,000元
上海対外経貿大学 5,000元 20名 100,000元
北京大学 10,000元 10名 100,000元
南京大学 5,000元 20名 100,000元
四川大学 5,000元 20名 100,000元
南開大学 5,000～10,000元 15名 100,000元
天津大学 5,000元 20名 100,000元
小計 ‐ 125名 800,000元

台湾大学 100,000台湾ドル 15名 1,500,000台湾ドル
台湾師範大学 100,000台湾ドル 5名 500,000台湾ドル
淡江大学 100,000台湾ドル 6名 600,000台湾ドル
東呉大学 100,000台湾ドル 5名 500,000台湾ドル
台中科技大学 100,000台湾ドル 5名 500,000台湾ドル
東海大学 100,000台湾ドル 5名 500,000台湾ドル
中興大学 100,000台湾ドル 6名 600,000台湾ドル
成功大学 100,000台湾ドル 6名 600,000台湾ドル
中正大学 100,000台湾ドル 6名 600,000台湾ドル
中山大学 100,000台湾ドル 7名 700,000台湾ドル
高雄大学 100,000台湾ドル 6名 600,000台湾ドル
小計 ‐ 72名 7,200,000台湾ドル

ハノイ工業大学 13,000,000ドン 20名 260,000,000ドン
ハノイ工科大学 13,000,000ドン 20名 260,000,000ドン
農業大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
アカデミーオブファイナンス 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ホーチミン市技術教育大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ商科大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
国民経済大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ交通運輸大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ電力大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ホーチミン工科大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
交通技術大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ホーチミン市工業大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
外国語大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ貿易大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
ハノイ国家大学 13,000,000ドン 10名 130,000,000ドン
小計 ‐ 180名 2,340,000,000ドン

‐ 377名 ‐合計

中国

台湾

ベトナム



②ベトナム現地奨学金授与式兼交流会
　 開催日：2019年8月24日
　 開催場所：ベトナム・ハノイ・ハノイグランドプラザホテル
　 参加人数：150名

③15周年記念式典兼交流会
　 開催日：2019年9月21日
　 開催場所：日本・東京・ホテルニューオータニ東京
　 参加人数：355名

④台湾現地奨学金5周年記念式典兼交流会
　 開催日：2019年10月19日
　 開催場所：台湾・台北・晶宴會館‐民権館
　 参加人数：84名



⑤2019年度中学生・高校生奨学金授与式兼交流会
　 開催日：2019年12月22日
　 開催場所：日本・東京・ニトリ東京本部
　 参加人数：232名

⑥NITORI CLUB（OBOG会）幹部新年会
　 開催日：2020年2月22日‐23日
　 開催場所：日本・静岡・ニトリクラブ熱海
　 参加人数：18名

Ⅲ.その他
　弊財団の募集告知及び活動内容の配信を目的とし、紙媒体、SNSなどを通した広報活動を実施いたしました。
　①公益財団法人　似鳥国際奨学財団　ロゴマーク作成、ロゴ入りピンバッチ作成
　②財団新聞発行　イベント報告、募集周知、奨学生・OBOG紹介
　③パンフレット発刊　15年の歩みを記載
　④募集ポスター発行 
　⑤公式facebookにて活動報告、募集周知



Ⅳ．処務の概要
　１．役員に関する事項
　　　(1)2020年3月31日時点の役員
　　      2020年3月31日時点の本財団役員は以下の通りになります。

　２．会議に関する事項
　　　(1)理事会

第1回理事会 書面決議
第2回理事会 東京
第3回理事会 東京
第4回理事会 書面決議
第5回理事会 東京
第6回理事会 書面決議

　　　(2)評議員会
第1回評議員会 東京

　　　(3)奨学生選考委員会
2019年度下期選考委員会 東京
外国人留学生・日本人大学生
高校生、中学生同時開催
2020年度上期選考委員会 東京
外国人留学生・日本人大学生
高校生、中学生
北海道大学みらいIT人財奨学生
同時開催

＊2019年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人法に関する法律施行規則」第34条第3項に規程する付属明細書
「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成を省略する。

事業報告の附属明細書

             2019年  6月25日

             2019年  7月22日

             2020年  2月 3日

             2019年  6月10日
             2019年  6月25日
             2019年  6月25日
             2019年10月17日
             2020年  3月17日
             2020年  3月24日

役職 氏名 職名
代表理事 似鳥   昭雄 ㈱ﾆﾄﾘﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ代表取締役会長 兼 CEO

吉村　作治
東日本国際大学　学長・教授
早稲田大学　名誉教授

杉田　亮毅
日本経済新聞社　参与
（兼公益財団法人日本経済研究センター参与）

監事 中村　元彦
中村公認会計士　事務所　所長
千葉商科大学　教授

似鳥　靖季 公益財団法人似鳥文化財団　理事
長瀬　透 政策研究大学院大学　客員教授
谷口　良一 株式会社パワーズポート代表取締役

理事

評議員


